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研究開発

図形処理のための GRUN・GLISTコマンドについて

赤司房子，＊梅田政信，＊＊藤村直美＊

1. はじめに

図形処理を行うためにPs PやPs Lを組み込んだプログラムを作成する場合，意図した図形が完成する

まで・デバッグのために何度も途中結果を確認する必要がある。しかし大型計算機センターでグラフィックデ

ィスプレイに図形を表示して作図結果を確認することは，現在それほど簡単ではない（煩雑な制御文が必

要）。そのため，利用者のほとんどは作画結果を出力に時間がかかるNL PやX-Yプロッタへ出力してお

り，あまり能率がよいとは言えない。できればグラフィックディスプレイを利用して能率よく作図結果の確

認を行い， NL PやX-Yプロッタへの出力は，最後の仕上げとして行いたいものである。

ここでは，情報処理教育センターで教育用に作成して公開している図形処理用コマンドGRU NとGL I 

s Tを当大型計算機センターへ移植し，大型計算機センターの使用環境に合わせて調整したので紹介する。

これらのコマンドを用いれば図形処理プログラムを簡単に実行し，結果をその場で確認できるだけでなく，

一度作成した図形データをファイルに保存しておき，いつでも自由に再表示・出力することができるように

なる。

2. GR UNコマンド

2. 1 機能

PS P, PS Lを組み込んだプログラムの翻訳・実行後，図形データを区分データセット GPLO Tへ保

存し，同時にX-Yプロッタまたはグラフィックディスプレイへ出力する。

2. 2 コマンド形式

コマンド

GRUN 

オペランドの説明

(1）デ」タセット

(2) F 9 4 3 0 

TEktro 

オペランド

データセット [F 9 4 3 0 I TE kt r o I PL o t] 

[ F I x e d] [MEM b e r （メンバー名）］

PS P, PS Lを組み込んだプログラムが格納されているデータセット名を指定

する。データセットの内容識別修飾子に応じて処理を行う。内容識別修飾子

が， ’F ORT77’であればFORTRAN77として翻訳実行し， ’L OA 

D’であればロードモジ、ュールとして翻訳することなく処理する。

作図結果をF9 4 3 0グラフィックディスプレイの画面へ出力する時に指定する。

作図結果をテクトログラフィックディスプレイの画面へ出力する時に指定する。

＊ 九州大学情報処理教育センター
＊＊ 九州大学工学部情報工学科

この論文は JEF による原稿を写真版にしたものである

九州大学大型計算機センタ一広報
Vol.17 No. 2 1984 

-84一



図形処理のためのGRUN・GLISTコマンドについて

作図結果をX-Yプロッタへ出力する時に指定する。PLot 

GPLOT (GPLOT）’へ保存いずれも指定しない場合，作図結果はデータセット’課題番号．※ 

されるだけでどこへも出力されない。

FORTRA Nの固定形式（FIXED）プログラムを実行する時に指定する。

このオペランドの指定を省略すると区分データセット’課題番号．

Fixed (3) 

MEMb er （メンバー名）(4) 

GPLOT (GPLOT）’に図形データを作成する。このオペランドを指定す

と同じ図形デーGPLOT (GPLOT）’ ると区分データセット’課題番号．

GP LOT （メンバー名）’にも作成する。すなわち， MEMタを’課題番号．

(EX 2）のようにメンバー名を指定するとGPLOT (GPLOT）とGPL 

OT (EX 2）が作成される。区分データセット GPLOT (GPLOT）はG

RU Nコマンドを実行する度に更新される（前の図形データは無くなる）ため，

後に図形データを残しておきたい時に指定する。

使用上の注意3 2. 

GPLO T’を指定しなければならない。プログラム中のサブルーチンPLOT Sにメンバー名’

FORTRAN？？の場合PLOTSCx,y,16，’G PLOT’〉CALL 

使用例4 2. 

グラフィックディスプレイヘ出力

READY 
LIST GRAPH. FORT77CTRIANGLE) 

データセット GRAPH.FORT77CTRIANGLE）の内容を表示する。
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READY 
GRUN GRAPH. FORT77 CTRIANGLE) F9430 

F9430グラフィックディスプレイヘ出力する時はオペランドf9430をつけ，
テクトログラフィックディスプレイへ出力する時はオペランドTEk tr oをつける。
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画面フラッシュ後，図1が画面に表示される。
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画面の左上端に作図終了コマンドENDを大文字で入力する。五並立

READY 

X-Yプロッタヘ出力
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DATA 

READY 
GRUN GRAPH.FORT77CCIRCLE) PLOT MEMCCIRCLE) 

X-Yプロッタヘ出力する時はオペランドPLOTオペランドをつける。阿EMBER指定が
あれば実行後の図形データが’課題番号.GPLOTCCIRCLE）’へ保存される。

OF END 
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10.33.27 

00.・・・・・・図2がX-Yプロッタへ出力される。IS THE HIGHEST 
READY 

ベ〔IRCL E六

7'ETR I A.~·~GLE7k GRAPH.FORT77(CIRCLE）の出力図図2.

GRAPH.FORT77(TRIANGLE）の出力図図 1.
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3. GLIS Tコマンド

3. 機能

区分データセット GPLO Tに保存されている図形データをX-Yプロッタまたはグラフィックディスプ

レイへ出力する。

3. 2 コマンド形式

コマンド オペランド

GLIST F 9 4 3 0 I TE kt r o I PL o t [MEMb er （メンバー名）］

オペランドの説明

(1) F 9 4 3 0_ 作図結果をF9430グラフィックディスプレイの画面へ出力する時に指定する。

TEktro 作図結果をテクトログラフィックディスプレイの画面へ出力する時に指定する。

PLot 作図結果をX-Yプロッタへ出力する時に指定する。

位） MEMb er （メンバー名） このオペランドを省略するとMEM(GP LOT）となり，区分デー

タセット GPLOT (GPLOT）に保存されている図形データを出力する。 ME

M (EX 1)のように保存メンバー名を指定するとデータセット GPLOT (EX 

1 ）に保存されている図形データを出力する。ただしデータセット GPLOT 

(GP LOT）やGPLOT (EXl）はGRU Nコマンドによってあらかじめ作

成されていなければならない。

3. 3 使用上の注意

GLIS Tで出力する図形データはGRU Nコマンドであらかじめ作成しておく必要がある。

3. 

(1) 

4 使用例

グラフィックディスプレイヘ出力

READY 
GRUN GRAPH. FORT77CTRIANGLE) 

＊ 耳障 ＊ 実行後 ＊＊＊ 

READY 
GLI ST TEKTRO 

テクトログラフィックディスプレイへ出力する時はオペランドTEKTROをつけ，
F9430グラフィックディスプレイへ出力する時はオペランドF9430をつける。

FACOM OSIV/F4 GDP V02L22 DATE 84.01.24 
DISPF GPLOT,IN=FT16FOQ1,QUTDEV=TEK 

画面フラッシュ後，図1が画面に表示される。

五且旦 ・・・・・・ 大文字で入力する。

-87ー

T I阿E 17.42.46 
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(2) 

4. 

READY 
GLIST TEKTRO M芭MCCIRCLE} ・・・・・・・・・・・・・・ GRAPH. FORT77 CC IR CLE＞を

GRU Nコマンドで実行した時と同じ図形データがグラフィックディスプレイヘ出力される。

FAC O阿 OSIV/F4 GDP V02L22 DATE 84.01.24 T I阿E 17.43.46 
DISPF CIRCLE,IN=FT16F001,QUTDEV=TEK 

画面フラッシュ後，図2が画面に表示される。

五位旦 大文字で入力する。

X-Yプロッタへ出力

READY 
GLIST PLOT 図形データGPLOT< G PLOT>をX-Yプロッタへ出力する。

FACO阿 OSIV/F4 GDP V02L22 DATE 84.01.24 TIME 16.47.45 
PLOTF GPLQT,IN=FT16F001,QUT=FT17F001 

THE HIGHEST RETURN CODE IS 00・・・・・・・・・・・・図1がX-Yプロッタへ出力される。

READY 
GLIST PLOT MEMCCIRCLE) 図形データGPLOTCCIRCLE）を

X-Yプロッタへ出力する。
FACOM OSIV/F4 GDP V02L22 DATE 84.01.24 TIME 16.47.45 

PLOT F CIRCLE, IN= FT 16 F001, OUT= FT 17 F001 
THE HIGHEST RETURN CODE IS 00 ・・・・・・・・ 図2がX-Yプロッタヘ出力される。

READY 

おわりに

九州大学情報処理教育センターではコマンドプロシジャの中で．使用している端末の種類を知ることがで

きるため，オペランドDI s pだけで出力端末の種類に応じて図形表示を行うことができる。しかし大型計

算機センターではその機能を実現できないので，利用者がオペランドF9430とTEk tr oを指定して

区別しなければならない。また，現在残念ながらNL Pへの出力は利用可能な端末に制限があるため実現さ

れていない。しかしながら図形処理を行うための手間は，今までの状況に比べて改善されたことになろう。

今後はミニコンやパーソナルコンビュータのように安価で使い易く、機能も豊富なグラフィックディスプ

レイが大型計算機の端末として使用できることを望む次第である。
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